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一方，DC 概念は近年多くの学者たちの注目を集めてきた（Teece et al., 1997;Eisenhardt 
&Martin, 2000；Zahra & George, 2002; Zahra et al., 2006 ; Zollo & Winter, 2002）。これまでの研





③ DC の形成・進化に関する詳細な解明はまだ十分に行われていない。 
④ DC と競争優位の関係についてはまだ一致した見解はない。 
⑤ 組織のライフサイクルの各段階に応じたDC の構成次元に関する研究は数少ない。 
以上の課題を踏まえて，本研究では，中国の製造業を対象として，量的研究アプローチをもち












の現状を確認し, ケース選択の理由, 収集方法を述べ, ケースの信頼性と妥当性を評価した。そ
の後, 長安の概要と現在抱えている課題を説明した。 





書誌学分析を用いて, DC 理論分野のトレンド, 方向性などを明らかにした。 
第4章「DC と社会ネットワークとの関係に関する仮説提出」では, 「中国の製造業において社会
ネットワークはDC の形成・変化にどのような影響を与えるのか」という問いに取り組んだ。社会ネッ
トワークの理論とDC 理論の関係に関する先行研究をレビューし, 以下の仮説を提出した。 
仮説1 企業の社会ネットワークの強度は, DC に正の影響を与える。 
仮説2 企業の社会ネットワークの異質性は, DC に正の影響を与える。 
仮説3 企業の社会ネットワークの中心性は, DC に正の影響を与える。 
第5章「社会ネットワークとDC との関係性」では, 第5 章で提示した仮説を検証した。その結果
は肯定的なものだった。 
第6章「長安汽車におけるDC の形成・変化に社会ネットワークが与える影響」では,長安のケー









は, 競争優位, OC と組織のライフサイクルの概念, およびそれらとDC との関係についての先行
研究をもとに,競争優位とDC に関する以下の仮説を立てた。 
仮説4 DC は競争優位に正の影響を及ぼす。 
仮説5 DC はOC に正の影響を及ぼす。 
仮説6 DC は, OC の向上を促すことによって, 競争優位に影響を与える。 
仮説7 組織のライフサイクルの各段階にある企業は, 競争優位に一番大きな影響を及ぼすDC
の次元が異なる。 
仮説7a 創業期においては, 企業の学習能力が企業の競争優位に最も大きな影響を及ぼす。 
仮説7b 成長期においては, 企業の統合能力が企業の競争優位に最も大きな影響を及ぼす。 
仮説7c 成熟期においては, 企業の統合能力が企業の競争優位に最も大きな影響を及ぼす。 
仮説7d 衰退期においては, 企業の再構築能力が企業の競争優位に最も大きな影響を及ぼ
す。 
第8 章で第7 章で立てたこれらの仮説を検証した。第9 章, 「長安汽車におけるDC の形成・







は環境感知能力, 学習能力, 統合能力, および再構築能力という4 つの次元から構成されるとい
う見解が支持された。また, 中国の製造業においては, 社会ネットワークの強度, 異質性, 中心性











の知識共創を通して, DC を進化させてきた。 
DC と競争優位の関係について調査した結果は次の通りである。すなわち,中国の製造業にお





















まって, 研究開発システムの統合を経て, 最後には異業種間の技術統合に至る。最後に, 中国の
製造業における再構築能力は, 組織管理システム, ビジネスモデル, サプライチェーンの各側面
で,継続的・同時並行的に改革が行われることによって, 向上されることが確認された。 
最後に，本稿における学術的な貢献を概括する。本稿はおもに, ①DC の構成次元, ②DC の
形成・進化過程におけるDC と他の三要素との関係（具体的には（i）DC と社会ネットワークの諸特
性との関係（ii） DC と競争優位との関係, (iii)組織のライフサイクルの視点からみたDC と競争優
位の関係が含まれる）③DC の形成・進化過程への考察，④DC 理論の適用範囲といった面で貢
献した。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
本論文は、急激に経営環境が変化する産業の発展期において企業がたどるダイナミッ
ク・ケイパビリティ（Dynamic Capabilities, 以下DC）の形成および進化のプロセスを、
中国の製造業を対象とした量的調査と質的分析によって解明しようとするものである。 
具体的には、DC概念をめぐる先行研究のレビューをふまえ仮説を構築し、中国の製造業
一般の管理職を対象にした独自の質問票調査のデータに基づき、（ⅰ）DCの構成次元、（ⅱ）
DCと社会ネットワークの諸特性の関係、（ⅲ）DCと競争優位の関係、（ⅳ）組織のライフ
サイクルの視点から見たDCと競争優位の関係、を回帰分析や共分散構造分析の手法により
検証した。 
さらに本論文では中国の成長期の製造業を「外資依存型」と「独自発展型」の2つのタイ
プに分類し、その上で自動車メーカーである長安汽車のケース・スタディを通じて、外資
依存型の製造業における（ⅴ）社会ネットワークの諸特性がDCの形成・変化に影響を与え
る過程、および（ⅵ）DCの形成・進化の過程を探求した。 
本論文の意義は、DCを環境感知能力、学習能力、統合能力および再構築能力という4つの
次元から構成されるものとして概念整理し、これまで先行研究では十分解明されてこなか
った、社会ネットワーク、競争優位、組織ライフサイクルの関連3要素との影響関係を実証
的に明らかにした点にある。とくにDCの各構成次元が競争優位に与える影響の程度が、組
織のライフサイクルの各段階で異なること、 言い換えればライフサイクルの各段階で企業
にとって重要になるDCの次元が異なることが確認されたことは理論的に興味深い。また長
安汽車のケース分析にあたり、膨大な２次資料や独自のインタビュー・データを駆使し、D
Cの形成と進化に関わる歴史的な変遷過程について迫ろうとした点は労作的意義を有する
ものである。 
ただし本研究は、まず定量的アプローチとしては中国製造業の管理職を対象にした自己
評価のデータに基づいているのみで、客観的なDCや競争優位性の把握がなされているわけ
ではないこと、次に質的な事例分析においては、長安汽車のケースに関して市場参入や共
同開発などの企業行動の外面的把握からDCの能力進化を推測するのみで、実体的なDC概念
の測定には至っていないこと、また中国の管理経済体制の制度的特質がどのように反映さ
れ、一方で新興国を含む外資依存型製造業にどこまで一般化されるかあまり明瞭でないこ
と、さらに生産管理やサプライヤー管理システムを含む総合的な組織能力の考察が不足し
ていることなど諸課題も指摘される。 
しかしながら、上記の指摘事項は今後の研究の進展によって解決されるべき事柄であり、
意欲的にDC概念の精緻化を行い、組織特性に関する他の諸概念との関連付けを図りつつ、
新興国における産業発展のダイナミズムを総合的にとらえようとした本研究の意義を損な
うものではない。とくに外資依存型であった中国自動車産業がどのように自立し競争優位
を得るに至ったかについて、本研究がつぶさにまとめた事例研究はそれ自体、経営史的な
価値をもつものといえる。また本研究の一部の論考（DCに関する先行研究の計量書誌学的
分析）が本研究科のディスカッション・ペーパーとして刊行されており、今後も一定の学
術的貢献をなしえる可能性が伺える。 
 以上のことから、本論文は博士（経営学）論文として「合格」と判定する。 
 
